
養鶏共同経営の発展と企業経営化   

一徳島県石井養鶏農協における－  

田  博  

Ⅰは し が き  

生産共同組織は渡辺兵力氏によれば，ニつの類型に分けられる．山つは条件の変化に適応して展開する「適応の共  

同化」であり，もう一つは革新によって高い生産性，収益性を実現しようとする「発展の共同化」である（1）巾前者は  

条件変化に適応し，形成，発展，嚢退，解体のサイクルを比較的短期間におえるものが多い．後者はきわめて少数を  

がら存在しており，そ・こに近年における農業の技術的発展と主体の成長をみることができよう，   

本稿は「発展の生産共同組織」を対象とし，共同経営としてこは異例の発展をとげ企業経営化した事例を検討するこ  

とによって，共同経営の発展の条件を考察しようとするものである．  

「組織とはたえざる矛眉のたえざる解決でのみ，過程的に存在しうる弁証法的性格のもの（2）．といわれる．共同経  

営には多くの問題点があるが，たえず成長発展していくことによって，共同経営固有の矛盾を解消していくわけであ  

る」－ したがってたんなる規模拡大でなく，革新的夜手段の採用が必要である”しかし，共同経営の展開の過程には，  

たえず困難を問題が発生し，有効な手段の採用もゆきづまりを生じ，問題解決のためには，たえず修正を加え．たり，  

全く新たな手段の導入が不可欠である…共同経営の展開過程は有効な手段の継続的採用の過程であり，それによる障  

書見服の過程であるといえよう．   

このようを動的な展開によって，生産面，組織面は不断に変化するが，動的な変化の反面，成員組織における均衡  

維持が必要であり，この矛盾しやすい2点を巧みに結合・し，解決していくことが要論されるり このようを過程をへつ  

つ，共同経営の経営形態や内部組織，速常方法などはどのように変化していくのであろうか。   

本稿は，拙稿「－・遊鶏共同経営の研究」（本学術報告第15巻第2号）につづく内容のものである，．同論文が発表さ  

れてから相当の年月をへたので，本論文の理解のために，ごく簡単に先の論文の要約をしておこう．   

石井養鶏農協は昭和35年，8戸の農家によって形成されたが，形成過程の特色としては能九 人格ともにすぐれ  

たリー・ダーを中心に成員が同志的に結合し，とくに耕地を処分して最大限の出資をしたことがあげられる… これが共  

同経営の栢神的，経済的基礎の形成に重要であった．．生産方法の特色としては，均等を条件の7作菜所に分け，家族  

藤営の長所と大規模経営の長所を巧みに組合せるような仕組をとり，生産意欲と収益性を高めた点があげられる．  

■本稿は第15回関西農業経済学会において，「養鶏共同経営の成長と経営構造の変化．のテーマで報告された内容の  

ものに，若干の追加をしたものである－原稿はその当時かかれたものであるが，発表が大巾におくれたのは次の理由  

による．   

すなわち，経営成果の発表によって石井養鶏農協に迷惑の及ぶことを恐れたことが一つの理由であったり またすで  

に大規模化し，年々著しく発展し，複雑に変貌する同農協を筆者単独で把握するには能力の限界を感じさせられてお  

り，不完全を論文になることを恐れたことが，もう一つの理由であった．   

このようを理由によって，その後もなお調査と考察を重ねてきたのであるが，そのうち他の仕事と競合しそのまま  

放置されてしまったいま機会あってとりだしてみると，考察はなお不十分であるが，同農協はきわめてユニークな  

発展をとげている，．すなわち，同農協は共同経営として発足し，発展の結果企業経営化した点で異例ともいえるし，  

また品種開発の努力と成果についても特野すべきものがあるり これらの経営行動の結果，昭和44年度の朝日虚業質  

を受賞するにいたるが，同農協を詳細に分析した論文は見当らない。したがって，きわめてすぐれた同農協の内容の  

実証的を研究は，共同経営をはじめ，生産共同組織の発展条件を考察するうえに重要であると思われる．  

ⅠⅠ鰐卵部門の統合と新製品の生産  

本組合は採卵および種鵜飼養の共同経営として出発し，組合長の経営する脾卵事業と組合との間でひを及び種卵の   
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契約生産を行う関係にあ？た・   

ところで脚卵場と種鶏場の関係は密接を技術的協力が必要である反面，経済的には価格決定をめぐり利春対立が発  

生Lやすい，．したがって組合の「種鶏小作」化を避けるために，成立2年目の36年7月に組合長は個人膵卵場を自発  

的に提供して組合膵卵場へ移管し，ここに酵卵と種鶏の両部門をもつ－・貿一的生産体制が成立したのである… この垂直  

型合同の結果，組合員間の利書対立の解消と同時に大規模な軽鶏改良投資が可能となり，また価格決定力をもつため  

発展の可能性も高まったといってよい．さらに宣伝，販売力の強化，費用の節減，技術的協力体制の強化等の諸利点  

があげられる．   

このような長所の反面，かなの販売の停滞が種鶏部門の衰退をもたらすという大きな危険があったのである．－・般  

の養鶏経営規模の拡大につれて均質大患のひな生産が要語されだしてきたにもかかわらず，－・貰的生産体制に入る膵  

卵場がなかったのは，上述の危険と収益性の低下のおそ・れに基づいていた．僻卵場としては種卵を白給する後進迎合同  

に進むよりも，下請生産者としての種鶏家を傘下にもつ方が，安全かつ有利と考えられている．ところが，本組合では  

採卵養鶏場をらびに種鶏場として出発し，それが臍卵部門の施設，技術およびその販路を現金支出を伴なうことなく  

吸収する前進型合同を行い，－・般の場合とは逆の展開方法をとったために，有利性も増大する可能性があったのである．   

しかL酵卵蘭として成立するには，なお解決さるべき次の間題があった∴すなわち，自レグやロックホン等の品種  

については全国に約1，400の膵卵場が存在しているので，小規模の膵卵場から発展するには，需要の成長性の高い新  

分野を開拓する必要があった”そ・こで着日したのが専用ブロイラーびなの生産であった‖ 戦後，鶏肉の需要は急速に  

増加したが，その多くは採卵用種の雄びなであり，第1，2表にみるように36年ごろまではブロイラ－びなの普及はお  

くれていた．また，その将来性及びブロイラ・－の母体である肥育専用種鶏の飼沓技術も未解決の問題が多く，36年当  

時としては不確実性が高かったのであるが，36年に組合長が私費を投じ米国より専用肥育柾の導入をはかり，これを  

基礎としてその後急速に同種鶏の改良と繁殖増羽をはかり，38年以後には全国的にも屈指の規模をもつに至っている．  

また市場も従来は県内に限定されていたが，38年には半数は県外へ販売され，その後も大半が関西市場へ出され 新  

苗場を確立していったのである．  

第1表 ブロイラー・びを餌付羽数と肉用系種  

の占める割合  

第2表 ひな餌付羽数  

注 農林省統計表（畜産の研究18巻10号，49  

黄より引用）  注 農林省農林経済局統計調査部：第43次農林省統計表   

このようを垂直型合同による部門組織の変化は新品種の導入をもたらすと同時に，組合卿卵場の建設をももたらし  

た．．当初は組合長の脾卵場をそのまま組合で利用していたのであるが，37年初めには組合の新脾卵場（1，340万円）  

が完成した．この膵卵場は恒温恒温の冷暖房設備をもち，すぐれた膵化条件をもつものである．この新鋭膵卵場と一・  

貰生産体制の利点としては，種鶏改良ヤ必要時に必要丑の脾化が可能になること，およびひなの品質および販売上の  

大盈生産の有利性と高い宣伝価値をもつことなどがあげられようけ ともかく，部門組織の変化，新品種導入，新鋭搾  

卵場の建設のそれぞれが大胆な試みであるといってよいし，とくに辟卵場への新規投資は冒険的であるとさえみられ  

るであろう．．しかし，その後のブロイラー・の急速な増加（第1，2表）と1戸当たりブロイラー飼亜羽数の増加傾向  

をみると，本組合が均質大恩のブロイラーびを生産を中心とする部門へ転換したことは先見性に基づく，すぐれた決  

断であったといえ．るのである。もちろん膵卵場への多額の投資は経営の成長を短期的にはおくらせたといえるであろ  

うが，ブロイラ・－びを生産を中心とする一・貰的生産体制を確立し，既存大鰐卵場の間隙をぬって新市場を確立した意  

義は大きいのである．そしてここのような重大な転換が共同経営において行われたことが注目に低いするであろう．   
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第27巻第59号（1976）  
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ⅠⅠⅠ垂直型合同による発展  

ここで経営の発展の概略を第3表についてみよう．37年に較ベ39年の粗収益は倍近く増大し，39年の粗収益は  

16，172二万■円に上っている（この数字は酵卵・養鶏両部門の計であるが，内部取引高は控除している．以下，1万円  

以下は切捨）．他方，純利益は37年の382万円に対し，39年に入り112万に減少している‖ しかし，これのみで真の成  

果は判定できをいので成員報酬（人件費に含まれている）をみると，37年の459二す円（1戸当たり57万円）に対し，  

39年は1，141万円（同142万円）に年年大「口に増加している… また純利益と成員報酬の和をここで家族経営をみに純収  

益とよぶならば，これは37年の841万円（1戸当たり105万円）に対し，39年は1，254万円（同156万円）であり，約  

50％の増加を示している、結局，成員報酬は成員の労働と出資に対する報酬で，これを上昇させれば純利益は減少す  

る関係にある．したがって年年の分配方針により成果が左右されることをさけるために，純収益で判定するのが安当  

であろう．   

さらに部門別に考察するとどうであろうか．まず粗収益をみると養鶏部門は37年の7，769万円に対し，39年は  

12，526万円に順調に増加している．これに対し脾卵部門は37年には2，633万円であったが，39年には12，387万円で4…7  

倍の増加を示している．   

次に純利益でみるならば，養鶏部門は37年の305万円の純利益に対し，39年は923方円の損失である．他方，鱒卵部  

門は37年に76万円，39年はその15倍の1，035方円の利益を示しており，同部門が非常に急速に成果をあげている。   

ここで第3表で，ひな販売羽数をみると，37年46方羽が年年倍増し，39年には204フラ羽に増えている．また総羽数  

中の専用肥育種の比率は37年に29％であったのが，39年には72％に上る… また専用肥育種の伸び率をみると，39年は  

37年の約11倍にのびている．本組合の「Fl心商品の生産販売が飛躍的に上昇していることが知られる．   

これに対し，養鶏部門の成果がかなり悪化している点が注目されるが，これは賠卵部門との間における樫卵やひな  

の内部取引価格の決定方法によることが大きい点が考慮されなければならないり   

つぎには，人件塑の増加があげられる．養鶏部門費用中の人件蟄の占める比率は37年には7，9％（586力‖）であっ  

たが，39年には15り7％で，金研では2，107万円に上っている．そして人件費の増加は人員の増加と1人当たり人件費  

の増加の両虎因によるのであるが，そのうちでも益鶏部門が両部門を統括する本部的性格をもつために共通管理費と  

しての人件空きもかなり含まれること（細合長や亀接養鶏部門に従弔しない成員給与），試験研究費も可成り要するが  

人件費の点についても改良関係には通常の事業部の倍以上の人員を要すること（10名），防疫関係1名を要すること  

なども考慮しなければならないそして通常の養鶏場と異なり，研究部門をもつために高校卒の男子従業員を多く採  

用し，同地域の他産業の質金と均衡させるために，年年初任給が上昇してゆくことも大き夜原因であろう．  

ⅠⅤ 経営組織の変化および企業経営化  

前述の部門組織の変化は，経常組墟および経営形態を変化させるにいたったのであるが，まず経営組織の変化の原  

因をみよう．   

新部門の設置とその拡大は能率向上のために成員の新たを経営内分菜を要蔚する．ところが，この能率の要求と従  

来の平等の組織形式である作業所制とは矛盾する面があるのである…   

すをわち，組合長の個人炸卵場時代から鮮卵場経常の経験やひを販売経験をもつ成員は，当然その職務の分担をし  

たが，成果漑争を目的とする作業所組袖に－・方では束縛されていたために，ニつの部門の職務を同時に遂行すること  

が困難とをり，麒卵部門とくにひな販完成祇の低下とをって現われたのである、したがって，酵卵部門新設後の経営  

組繊は分業による経営全体の能率化をはかる組織に再編成される必要があった．   

第2に従来は7作業所で平等主義の原則により採卵迅のほかに各種裡鶏を飼並していたのであるが，種現品種の増  

大につれ品種別に専門化し，統一∵的に管理する方が均質柾卵の生成に適し，かつ各種種卵の混合を防止しうる有利性  

が生じてきたのである1．  

第3には，親機拡大につれ組合養鶏場に，組合従業員および各作業所の私的を雇用労働者（36年末より各作業所に1  

名導入）が増大するが，これら従業員間の給与等労働条件の不平等性の拡大が問題になったので，これを組合従業眉  

として一元的に管理する必要が生じたことがあげられる．   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香川大学農学部学術報告   

このような理由によって，作業所制は第1図のような事業部制組掛こ転換したのであるが，その結果組合は照卵，  

養鶏の2大部門に分かれ，後者はさらに品種別に4事業部に専門化する．その結果，従来は作業所長であった男子成  

員は鱒卵場においては専務と営業部長，養鶏場は専務，経理部長，1～3事業部長等の管理者的職位につき，古参従  

業員2名も管理職とをっている．各事業部は従来の2作業所を合せて構成されたものであり，労働力も部長を含めて  

6名で運営された．このような成員の配置転換によって経営組織が再編成され，従来経営者であり労働者であった男  

子成員は管理業務に従事し，作業は雇用労働力によって行なわれ，ここに組合は企業経営的形態を備えるように攻る  

のである・なお婦人成員は再編成当時は事業部の労働力として内部調整に従事していたが，まもをく実質的に経営外  

へ排出されてゆくのである・さて事業部制への移行に当たり最も懸念される点は，実施を延期されていた作業所成果  

に応ずる分配（賞与）の問題であったが，結局これは実施しをいことで解決した．．その原因は評価の困難にあった．  

すなわち各成員は作業所のほかに経常内業務を分担していたが，その業務の内容，負担に大きな差があり，これが当  

然作業所の成果にも影響する．．このように各成員の条件が異をる以上，評価はきわめて困難である．安当な評価基準  

をもたない分配計算の厳密化はかえって成員の和を損なうであろう… そのため組合長は転換期の危機をのりこえ，よ  

り大きな目標を達成するために，成員個個の小さな利書意識を押えるよう要請したと思われる．  

第1図  
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料 卵 務  

さらに事業部制へ移行した37勾三は分配顧も組合成果も上昇過程にあり，成員の協力次第で参加以前の所得以上の分  

配額を獲得する可瀧性のあったことも紛糾なく問題を解決するのに幸いしたといえ．るであろう。しかし，このさい最  

も重要な役割を演じたのはリーザーの行動であろう．．すなわち，組合長は個人的利益の源泉である鱒卵場を組合に移  

管し，国道ぞいの新府卵場敷地を数年前の取得価額（60万円）で組合に提供するほか，初期に私貯で輸入びなを導入  

した（約20方円）ことをどにみられるように，組合の発展のために相当を個人的犠牲を払ったのである，、そしてその犠  

牲的行為が，最大の危機となる可能性のあった分配問題を解消させた要因であると考えられる．共同経営における分  

配問題のように合理的な解決が容易でない問題について軋この組合の場合のようにリー・ダー・の「人格による指揮」（る）  

が隆路の打開にきわめて効果的である．そしてこの「人格による指揮．は平等な成員組織を結合維持するのに必要で  

あり，これとともに経営を発展させるための企菜者的な「機能による指揮．とが共同経営のリーダーにとり必要であ  

るといえるであろう．、   

ここで事業部制の内容について簡単にふれておくと，糟卵および養鶏の両部門ごとに計画・決定権を強め，それぞ  

れ収益計静を行い，分権管理体制を強めた‖ その結果，ひな購入者の予約取消しによる「残りびを」は膵卵場の票任  

で販売されるようにをったハ以前には残りびをも養鶏場に導入され，密飼いの結果，育成率が低下した点が改善され  

たのであるまた，このようを分権管理は両部門の栗任者の経営能力の向上と烹任感の強化に寄与したといえるであ  

ろう．   

しかし，養鶏部門における事業部ごとの成果計算は山時廃止されるにいたった．．これは嫡卵部門の設置に伴をい養  

鶏部門が種鶏場化し，また改良を行う原種部の比蛮が高まったので，管理．の蛮点が蓑より質へ変化したためである．  

さらに，事業部制に息ヤては品種別に専門化され，飼養条件を異にしており，かつ成員8名のうち飼養責任者は3名   
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に減少したため，成果比畷の意義が以前よりはうすれたといってよい．また，弔文部は6名の労働力とをったが，部長，  

係長等の役職が増加し組織的には整備されたL．   

しかし，組合全体の機構が形式的に整備されるほど労働意欲や能率面で問題が生じてくる小 まず，管理職が増大す  

るほど実質労助力は減少するし，従業月が増大するにつれて従来の無制限的な労働時間が8時間労働制に変化するの  

である．そ・して成果計算：の廃止は髄争心を刺戟せず，また経営の発展と安定化によって成月の初期の創某省精神は弱  

められ，これが従業員の士気にも影響する… さらに後述するように，平等であった成員間の職位が専務と部長という  

格差を生ずるが，この不満も労働意欲の低下につをがるのである．   

このように事業部制は均質産卵の大義生産の面ではすぐれていたのであるが，成果計算の廃止と飼養単位拡大によ  

る非能率化のために養鶏部門の収益性を低下させる要因となる．、このため39年10月には再び組織の改革が行なわれ，  

生産単位の小規模化（雇用労働2名単位で管理），役職数の減少，成果計数の実施，能率給御の導入等の面の改善が  

なされるように再び大巾な改畢がなされるにいたった．  

Ⅴ 企業経営化による平等原則の変化  

組合の企業経営化および経営組織の変化に対応して成員の平等原則の側面も当然変化を免れない．まず第1は経営  

部門の拡大と成員配置の再編成によって，男子成員は管理者的地位につくのであるが，これと同時に古参従業員2名  

も管理者的地位につき，出資を行い，組合月とをった点が注目されるル 共同経営は，オ・ッベンハイマー・の指摘するよ  

うに，創業者のみで利潤を確保しようとする閉鎖的な性格（生産組合転塾の法則）をもつのであるが（4），本組合では  

そ・の点若干性格を異にしているといえ．る．   

その理由の第1は，本組合が若い後継者の育成（血縁の有無にかかわらず）および全従業眉の組合員イヒを一つの経  

営方針としていることに由来するものである，この経営理念は共同経常の発展のために人材を必要とすることと密接  

な関連をもつように思われる．このように本組合においては共同経常の成長発展は，成員と従業員とのある程度の同  

質化，平等化を要静す■るといえよう．そして役員（当初からの成員を以下役月とよぶ）以上の能力があれば従業員か  

ら役員になる道も開かれる．   

第2に出資と分配面の変化である．酵卵場の新設に約1，400万円の資金を要し，借入金によることが大きかったが，  

出資金も36年の875万円が37年には1，305万円へ430万円増加している（第3表参照）．このうち280万円は組合長が個  

人膵卵場を組合移管するさいの現物出資分である．これにより組合長は－・般役員の125万円の出資額に対し280方円の  

出資額とをり，残りの増資額150万円は個人鱒卵壕の従業員6名に対し退職金代りに勤続年数に応じて配分し，彼ら  

を組合員としている．   

このように，新部門統合のための資金の必要は，均等出資原則を変化させ，さらに出資の不均等は当然出資配当と  

労賃の分離を余儀なくさせる．もとより，出資額の差は組合長，－・般役員，新組合貝の3段階に分かれ，組合長以外  

の一般役員の間では均等出資・均等分配の原則がのこされたのであるが，経営の発展に伴なう自己資金の増加の要蔚  

と組合員数の増加とは，従来の組合全体の均等出資・均等分配原則から，出資対応の分配原則への変化をもたらした  

のである．ここで出資額の内容をみると，第3表の示すごとぐであり，分配額は37年10月より出資配当が役見事当と  

して約5％（－・般成員の月額5千円）が，38年には15％，39年に20％支出されるにいたっている1．このような出資・  

分配関係の変化は生産組合的形態から会社経営的な形態への推移ともみられるであろう．   

第3は企菜的経営への変化に伴ない，能率上昇のため経営秩序が要論され，そのため婦人成員が38年度から庖用労  

働に代替され経営から排出されるにいたった．これは一つには人間関係上の問題もあるが，その他婦人成員の不規則  

を出役が経営秩序に及ぼす悪影響を考慮した結果でもあったのである．1戸2名の出役を強制すること自体に元来多  

くの無理があった．これが組合の規模拡大によって問題が大きく怒るために，婦人労働の排除は合理的であった．企  

業経営化することによって従来実現できなかった均等出役・均等労賃の実現と傭人経営部門の分離が可儲にをったわ  

けである．婦人成員が個人経営へ復帰し，また分配額が上昇し農繁期の雇用労資にみあう恩繁期手当を支給すること  

によって，個人経営部門は組合経営と無関係にをるわけである‖ こうして組合の発展によって従来解消できをかった  

二つの問題点が解決されたのである．   

最後に新たを変化として成員役職の変化をあげなければをらない．最初は作業所弐任者という平等の職位が，経営  

の発展拡大によって，経歴能力に応じ専務，部長と分化する．分配額の上昇によって靂済的欲求が充足されるにつれ   
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て職位の不平等が問題とをるのであるところで個人経営者としての適格者は必ずしも組合経営の票任者として適性  

をもつとは限らをい．そこに企業経営的に能力本位にするか，共同経営的に平等本位にするかの問題が発生してくる  

のである．職位の平等のためには組合は規模拡大し，平等を職位を創出してゆく必要があるが，それが経営の能率と  

発展に寄与するとは限らないそ・こに企業経営化した後においても共同経営的夜成員の平等原則と能率の関係が重要  

を残された問題となるのである．  

ⅤⅠ種鶴団地の形成と全員組合員構想  

このような養鶏部門の非能率化，収益性低下に対処するため39年10月より3度目の組織変革が行なわれた．．その第  

1点は従来の事業部制を廃し，生産および改良の2課に全体をわけ，役職数を大巾に減少し，かつ作業単位を初めの  

作業所単位に分割し，2名程度の組織として能率向上を狙ったことであるい   

その理由としては，1～2名の少人数の方が能率的で，3名になると依頼心のためか欠勤がふえ．る点があげられる．  

さらに事業部では品種別に分けて4部門にしたが，その後鶏種が10数種にのぼり当初の意義がうすれたためである．   

第2に巷鶏場の－・定限度以上の拡大は規模の不経済を生じるために，養鶏部門の墳梅的拡大をやめ，外部種鵜家を  

育成し，－・種の種鶏団地を形成していく方向に乾換する‖ 養鶏部門をより拡大すれば金利や償却費が増大し，能率は  

低下するため秤卵コストが上昇する．また急速な拡大は労働力の増加を要するが，人件費が限界に達し，かつ大量採  

用では人材をえにくいその他，拡大による鶏病の発生を考慮すれば，もはや拡大による有利性は期待できず，むし  

ろ地区の種鶏家を育成する方が経済的に有利と考えられた．この組合の設立当時には副業養鶏的な経営が多かったが，  

その後専業化し，大塊模化し技術水準も上昇しており，管理も意欲的であるので，技術指導が徹底すれば，農家に委  

託する方が有利になる可能性がフよいといえ．よう．．   

この構想によれば，傘下種鶏農家に対し，種鶏の品種や餌を統一・し，専任指導員による月1回の巡回的技術指導が  

行われる。．そして鶏舎は統一・されるが，－・括供給のため安く供給される．鶏はオー・－ルイン，プトールアウトとし，種卵  

は票任をもって組合がひきうける… そして契約単価は養鶏部門で算出した計鈴価格に指導費1円（1kg当たり）を加  

え．たものであり，種鶏家にとり有利なものと考え．られる．   

この相対的有利性のほかに，さらに地域社会との協調性という問題がある．組合設立前■，組合長は地区養鶏家に技  

術面のサービスをしていたが，組合設立後は組合業務に専念したためにそれができなくなったこと，かつ地元の養鶏  

家には大経営の発展によって漑争上，不安をもつものが少なくをかった∩ そのために地元との関係は勢い疎遠にをっ  

たのであるが，地元の農家にも利益を与え，協調的に発展していく体制を整え．ない限り，将来の発展の制約要因が地  

元から発生することを懸念したことも大きな理由とされる．．   

このように外部では種鶏家グループを育成し，これら種鶏家から出資を求め，内部からは従業員の出資をもとめる．  

こうして組合は役員，従業員，外部種鶏家の3グループから構成されるようになるのである、これは急速な発展によ  

って自己資本の増大が必要とをるにも拘わらず，成員の追加出資能力には限界があるためである．もとより3著聞に  

種卵価格や賃金に関する対立が発生し，組合が不統一・になる危険をつねにはらんでいるといえる．しかし．対外的競争  

の孜かで発展し，利益を3者で事受するには発展目標に全員が協力していかねばをら凌い．そこに金員経営者という  

自覚と責任感が必要となり，また全員の協力によって発展できる共存理念が成長し，それは当初の役員の範囲をこえ  

て拡大していくとみることがで垂る．このような理念と形態によってその後の本組合の飛躍的な発展が導かれるので  

ある．  

要  約  

本腰協の本格的を発展は脾卵部門の合併をらびに肥育種鶏の改良研究投資をしたことに基づくこの肥育種鶏はブ  

ロイラーの親であるが，当時ブロイラー産菜はをお未発達を分野であった‖ このようを経営行動によって，新品種が  

開発され，その後のブロイラーの著しい成長の中で，本農協の市場占有率が高められていったのである．．   

ところで，この合併に伴をい，経営組織鱒作業所利から事業部制へと改変された．そしてこの改変につれ，婦人成  

員は従業員に代替される．またこの合併ヤ鹿骨規模の拡大につれ従業員が増大する．その結果この共同経営は企業的  

経営に変質していったのである．経営組織の改変は，まず作業所管理制度における平等原則が新たな組合内分業と両   
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立しないことによる小 さらに，同種同数の鶏を飼養する方法が合併後の均質種卵の蒐産方針に適合しないためである．   

経営組織が作業所利から事業部制に転換するにあたり，成員間の分配問題の解決が最も困難であったが，それはリ  

ーダーの犠牲や，人格によって解決された．   

合併後，従業員は次第に正組合員に覆っていき，また組合の発展に伴ない，平等原則は修正されざるをえなくなっ  

た。組合員の出資額は均等ではなくをり，成員（役員）の職位も不平等化するl   

さて，種基部門の拡大は規模の不経済をもたらすために，同部門の規模拡大をやめ，外部の種鶏家集団を育成する  

方向に組合の方針は転換Lた－この転換に伴ない，種私家もまた組合員化し，共存の理念が8人の組合員から金組合  

員に拡大され，その理念によって組合発展の精神的基礎が形成されたのである．  
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THE DEVELOPMENT OF A FOWL PARTNERSHIP  
ANDITS METAMORFOSIS TO A FIRM   

－OnIshiiAgriculturalCo－OPerativefbrFowIRaising  
inTokushima Prefヒcture  

HirOShiYos‡iIDA  

SⅦmma廿y   

The realdevelopment ofthis co－OPerative startedwith the merger ofartificial1y hatched  
employmentandinvestmentinimprovementonfatteningbreedingfowIs・Thebroilerindustry  
was not yet developedin those days‖ OwingtO the above－mentioned managerialactivities）  
the co－Operative orlg1nated new breeds and enlarged thc market share of’br・Oiler under the  

rapidgrOWthofboilerindustry 

Now，With the merger of artificially hatched employment，the management system was  

transformed丘omtheSagyo5hosystemtotheJiよyobusystem‖ Femalepartnersweresubstituted  
byemployeswiththistransformation，andtheemployeswereincreasedwiththemerg■erandthe  
enlargement Ofbusiness size… TherefbIethe partnership was str・engtheningits character as  

a丘rm 

Thetr・anSformationofthemanag・ementSyStemCame丘omarstthefact thattheprlnCipleof  
equalityintheSqgyo5homanag・ementSyStemWaSinconsistentwiththe newsystemof．division  
Oflabour・intheco－OperativelFurther・，themethodofraisingfowIsofthesamekindandofthe  
samenumberdidnotatwiththeplanofmasspr・Oductionof．homogeneouseggSfi・Ombreeding  
stock after merger 

Whenthemanag・ementSyStemWaStranSformed，themostdi凪cultproblemwashowtodis－  

tr・ibute the profit among・partnerS”However・，the distribution problem was settled without  

丘ictiononthebasisoftheleader’sselfこsacri丘ceandhisloftycharacter 
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TheprlnCipleofequalitywasnecessarilyrevisedwiththedevelopementofthe co－OPerative 
Afterthemergeremployeswereacceptedasregularmembersoftheco・・Operative一ト Theamount  

Ofinvestment by the regular members became not equal．．Partners（0氏cers）also held  

unequalposition・   

TheenlargementofthebreedingStOCkenterprise broughtoutdiseconomies ofscale．Then  
theco・・Operativegaveuptoenlargethescale oftheenterprlSe andbroughtup breedergroups  

OutSide・With the conversionofmanagementpolicybreedersalso became regularmembers  

Oftheco－0perativeu Nowtheideaof’co－eXistencewasspreadovera11members丘OmOng1nal  

eightpartnerS・And theco－Operativeformed thesplrltualfoundationof’thedevelopmentby  

theidea．  

（1975年10月31日 受理）   
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